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14 日間の培養の後に一辺 1.5 cm 大の組織が形成された。培養皿内のポストの
配置により最終的な組織形態の調整が可能で、短いポストを互い違いに配置し
たものからは網目状 (mesh, ME)、長いポストを並列させたものからは柵状 
(multiple linear bundles, ML)、ポストの無いものからは穴の無いシート状 
(plain sheet, PS)の組織が得られた。 
次に各形態の特性を比較した。エチジウムホモダイマー3 染色の結果、死細
胞率は ME 群 3.4±2.1、ML 群 12.7±10.1%で、PS 群 32.9±17.9%より有意に
低かった (ME 対 ML: p=0.044、ME 対 PS: p<0.0001)。心筋トロポニン T 染色
による筋原線維走行の観察では、PS 群は線維が不規則に走行していたのに対
し、ME、ML 群では組織長軸方向への高い配向性を認めた。また ME、ML 群
の収縮力は 0.54±0.21 及び 0.56±0.21 mN/mm2 で PS 群の 0.28±0.12 




とマトリックスの比率を維持して 900 万、1200 万と細胞数を増加したところ、
死細胞率が 11.2±6.0、15.3±8.2%と上昇し  (600 万に対し p=0.0027、
p<0.0001)、収縮力が 0.20±0.06、0.18±0.06 mN/mm2と低下した (600 万に
対しともに p<0.0001)。組織の厚さが増したことによる影響が考えられたため、
マトリックス量を変えず細胞数のみを 1200万に増やしてみたが、死細胞率 14.8
±8.8%、収縮力 0.29±0.11 mN/mm2 (600 万に対し p<0.0001、p<0.0025)と不
良だった。したがって 2x2 cm 大の培養皿においては 600 万細胞/400 μl マトリ
ックスが最適な細胞密度および量であると判断した。 




心筋梗塞巣の面積が非移植群 23.9±7.2% に対し移植群では 11.6±7.6%と低値
であった (p=0.031)。このことから移植組織の心筋梗塞に対する治療効果が示
された。 
最後に ME のポストの配置パターンを維持した 4x4 cm大の PDMS培養皿を
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